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1全身でメッセージを送る
団員たち2集めたアイテム
を、牛のミルキー（中央）が飲み
こみ乳を搾る3役者をメー
クするスタッフ。裏方の支え
があってこそ舞台は成立す
る4「あづい～」。ずーずー弁
でコミカルな動きをする姫
（右）。笑いと登米市らしさ
を織り込むのがドリーム☆
キッズ流5２日間で約 1300
人の観客が訪れた6チルチ
ルミチルやピノキオら、童話
の主人公が勢ぞろい7感動
のクライマックス。女巨人に
全てを打ち明け、許しを願う
ヒカルたち。思いは届いた

Interview Chiba Takeru Ito Manami

7

手
づ
く
り
文
化
躍
動

　

ど
こ
に
で
も
い
る
き
ょ
う
だ
い
の

陽
太
と
ヒ
カ
ル
。「
今
の
ま
ま
で
は
だ

め
だ
」と
悩
ん
で
い
た
ヒ
カ
ル
は
、不

思
議
な
森
に
迷
い
込
む
。そ
こ
で
出

会
っ
た
の
は
、豆
の
木
の
ジ
ャ
ッ
ク
や

シ
ン
デ
レ
ラ
ら
、お
と
ぎ
話
の
主
人
公

た
ち
。彼
ら
も
迷
っ
て
い
た
。ヒ
カ
ル

が
い
る
森
は
、迷
え
る
者
が
集
ま
る

「
迷
い
の
森
」だ
っ
た
。

　

途
方
に
く
れ
る
ヒ
カ
ル
に
森
の
番

人
が
告
げ
た
。「
３
日
間
で
４
つ
の
ア

イ
テ
ム
を
集
め
ろ
」。集
め
ら
れ
れ
ば
、

願
い
が
か
な
う
と
い
う
。

　

兄
そ
っ
く
り
な
サ
ン
と
と
も
に
、ア

イ
テ
ム
集
め
に
奔
走
す
る
ヒ
カ
ル
。事

が
う
ま
く
進
ま
ず
、不
満
を
募
ら
せ

る
。「
う
ま
く
い
か
な
い
の
は
自
分
の

責
任
で
は
な
い
」。お
と
ぎ
話
の
主
人

公
た
ち
も
同
じ
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。

　

ジ
ャ
ッ
ク
は
女
の
巨
人
に
追
わ
れ
、

自
分
が
助
か
る
た
め
に
嘘
を
つ
い
た
。

や
が
て
嘘
が
ば
れ
、巨
人
に
問
い
詰
め

ら
れ
る
一
同
。み
ん
な
を
守
ろ
う
と
し

た
サ
ン
は
、巨
人
に
投
げ
飛
ば
さ
れ
行

方
不
明
に
。そ
の
と
き
み
ん
な
が
気
づ

い
た
。

　
「
良
い
も
悪
い
も
自
分
で
決
め
た
結

果
。逃
げ
て
も
何
も
始
ま
ら
な
い
」と
。

　
「
劇
団
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ
」

は
、地
域
に
根
ざ
し
て
活
動
す
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
だ
。（
公
財
）

登
米
文
化
振
興
財
団
が
、02
年
９

月
に
開
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ「
祝
祭
子
ど
も
隊
」。

こ
れ
に
参
加
し
た
子
ど
も
と
保
護

者
た
ち
が
中
心
と
な
り
、同
年
11

月
に
結
成
し
た
。

　

団
員
は
市
内
と
近
隣
市
町
の
小

中
高
生
で
構
成
さ
れ
、現
在
36
人

が
在
籍
。今
回
の
公
演
に
は
、団
員

以
外
に
公
募
し
た
準
キ
ャ
ス
ト
２

人
も
出
演
し
て
い
る
。運
営
、広
報

活
動
、舞
台
道
具
や
衣
装
の
製
作

な
ど
、ほ
と
ん
ど
の
役
割
を
保
護

者
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担

う
。年
１
回
の
公
演
に
向
け
て
、子

ど
も
と
大
人
が
１
年
が
か
り
で
準

備
を
し
て
い
る
。

　

舞
台
の
脚
本
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
、時
代
に
合
っ
た
も
の
を
テ
ー

マ
に
創
作
し
て
い
る
。そ
の
中

に
、登
米
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
も
の
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

同
財
団
の
佐
藤
寛か

ん

一い
ち

理
事
長

は「
15
年
も
活
動
を
続
け
ら
れ
た

の
は
、関
係
者
の
努
力
は
も
と
よ

り
、支
援
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆

さ
ん
の
お
陰
。こ
の
劇
団
は
本
市

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
り
組
み
。

今
後
も
、登
米
地
域
な
ら
で
は
の

活
動
を
展
開
し
た
い
」と
、地
域
文

化
の
創
造
と
発
信
に
注
力
し
て
い

く
考
え
だ
。

Chiba Yumi Arai Yumeki Abe Takeshi Sosuke
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８
月
25
日
昼
過
ぎ
、日
本
身
体
障
害
者

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
か
ら
小
野
寺
に

連
絡
が
入
っ
た
。リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
以
下
、リ
オ
大
会
）の
ロ

シ
ア
出
場
枠
が
、日
本
に
再
配
分
。
次
点

の
小
野
寺
に
声
が
か
か
っ
た
。「
チ
ャ
ン
ス

は
二
度
な
い
」と
即
決
し
た
。

　

出
場
を
決
め
た
も
の
の
、不
安
は
あ
っ

た
。６
月
の
リ
オ
大
会
最
終
予
選
会
後
、

「
コ
ー
チ
と
話
し
合
い『
東
京
大
会
に
向

け
て
全
て
を
変
え
よ
う
』と
、弓
を
変
え
、

フ
ォ
ー
ム
改
造
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
し
た
」。フ
ォ
ー
ム
が
固
ま
っ
て
い
な

い
状
況
で
出
場
を
決
め
た
の
だ
。

　

成
績
に
直
結
す
る
弓
と
フ
ォ
ー
ム
を
ど

う
す
る
か
。下
し
た
決
断
は「
新
フ
ォ
ー

ム
で
前
の
弓
を
使
う
」だ
っ
た
。「
弓
も

フ
ォ
ー
ム
も
東
京
仕
様
に
し
た
か
っ
た
の

で
す
が
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
道
具
と
の
相

性
が
結
果
に
直
結
し
ま
す
。上
位
を
狙
い

つ
つ
、新
た
な
取
り
組
み
を
無
駄
に
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

　

８
月
29
日
、
会
社
や
周
囲
の
協
力
も
あ

り
予
定
通
り
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
向

け
て
出
発
し
た
。

選
手
村
入
り
後
は
、新
フ
ォ
ー
ム
習
得

に
全
て
を
費
や
し
た
。
射
撃
フ
ォ
ー

ム
を
携
帯
電
話
な
ど
で
撮
影
し
、日
本
に

い
る
コ
ー
チ
へ
送
信
。こ
ま
め
に
連
絡
を

取
り
、フ
ォ
ー
ム
チ
ェ
ッ
ク
を
繰
り
返
し

た
。小
野
寺
は「
短
期
間
で
す
が
、
勝
負
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
」

と
新
フ
ォ
ー
ム
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
た
。

　

９
月
10
日
、予
選
が
始
ま
っ
た
。予
選
は

全
員
が
72
射
し（
７
２
０
点
満
点
）、順
位

は
合
計
得
点
の
高
い
者
が
上
位
と
な
る
。

決
勝
は
、予
選
１
位
と
最
下
位
、２
位
と
最

下
位
か
ら
２
番
目
と
、
順
に
た
す
き
掛
け

で
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
。予
選
で
上
位
に

入
れ
ば
、１
回
戦
の
組
み
合
わ
せ
が
有
利

に
な
る
仕
組
み
だ
。

　

今
大
会
の
目
標
は「
新
フ
ォ
ー
ム
を
や

り
通
す
」。
重
圧
が
か
か
る
大
舞
台
で
、

慣
れ
た
も
の
を
捨
て
る
こ
と
は
勇
気
が
い

る
。
小
野
寺
は
リ
オ
で
生
ま
れ
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
た
。「
ほ
ぼ
現
在
の
ベ
ス
ト
を

尽
く
せ
た
」と
予
選
を
振
り
返
る
小
野
寺
。

結
果
は
５
９
１
点
で
18
位
。
決
勝
１
回
戦

は
、
予
選
15
位
の
選
手
に
決
ま
っ
た
。

決
勝
は
６
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
先
取
で

勝
利
。１
エ
ン
ド
で
交
互
に
３
射

し
、合
計
得
点
の
高
い
ほ
う
が
２
セ
ッ
ト

ポ
イ
ン
ト
、同
点
の
場
合
は
共
に
１
セ
ッ

ト
ポ
イ
ン
ト
獲
得
す
る
。

　

第
１
エ
ン
ド
、ほ
ぼ
理
想
の
フ
ォ
ー
ム

で
撃
て
た
。だ
が
、相
手
も
世
界
の
強
豪
、

２
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
を
リ
ー
ド
さ
れ
た
。

「
焦
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
の
す

べ
き
こ
と
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
」。

　

第
２
エ
ン
ド
、相
手
が
満
点
を
出
し
、

４
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
を
リ
ー
ド
さ
れ
る
。

次
を
落
と
す
と
負
け
が
決
ま
る
。迎
え
た

第
３
エ
ン
ド
、１
射
目
で
リ
ー
ド
さ
れ
る

が
、２
射
目
で
同
点
に
追
い
付
く
。３
射

目
、大
き
く
的
を
外
し
万
事
休
す
。セ
ッ
ト

ポ
イ
ン
ト
０
―
６
の
ス
ト
レ
ー
ト
負
け
を

喫
し
た
。

　
「
負
け
は
悔
し
い
で
す
が
、後
戻
り
せ
ず

新
フ
ォ
ー
ム
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。東
京
に
つ
な
が
る
大
き
な
収
穫
で

す
」。

小
野
寺
は「
今
が
あ
る
の
は
ス
ポ
ー
ツ

と
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
の
お
陰
」

と
言
い
切
る
。

　

物
心
が
付
い
た
と
き
に
は
義
足
。成
長

す
る
に
つ
れ
、他
人
と
は
違
う
こ
と
に
気

付
い
た
。し
か
し
、大
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で

負
け
た
く
な
か
っ
た
。小
学
時
代
は
地
元

野
球
チ
ー
ム
で
一
塁
手
と
し
て
活
躍
。中

学
進
学
後
は
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
か

ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
へ
転
部
し
た
。初
め

て
出
場
し
た
大
会
は
45
人
中
45
位
。「
負
け

た
く
な
い
」と
自
主
ト
レ
を
始
め
た
。１
年

後
に
は
全
中
で
４
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

　

中
学
校
か
ら
の
同
級
生
で
、
共
に
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
を
し
て
い
る
芳
賀
裕ひ

ろ

考の
り

さ
ん
は

「
公
正
は
運
動
セ
ン
ス
も
あ
り
、
身
体
能

力
も
高
い
で
す
。一
流
選
手
に
必
要
な『
的

に
当
て
る
感
覚
』も
非
常
に
鋭
い
。
で
も
、

そ
れ
だ
け
で
こ
こ
ま
で
来
た
わ
け
で
あ
り

ま
せ
ん
。努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
今
」

と
語
る
。

決
し
て
順
風
満
帆
で
は
な
い
。
社
会

人
に
な
り
、練
習
時
間
が
確
保
で
き

ず
伸
び
悩
ん
だ
。一
度
は
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
か
ら
退
こ
う
と
考
え
、１
年
以
上
パ

ラ
競
技
か
ら
離
れ
た
。
だ
が
、14
年「
こ
の

ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
」
と
復
帰
し
、
こ

こ
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は「
東
京
大
会
で
メ

ダ
ル
を
取
る
こ
と
」。「
自
国
で
メ
ダ
ル
を

取
れ
ば
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
も
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
に
も
注
目
が
集
ま
り
ま
す
。
そ

れ
が
自
分
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
み
ん
な

へ
の
恩
返
し
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
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「
平
成
28
年
度
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会
」は
９
月
26
か
ら
28

日
ま
で
、「
平
成
28
年
度
登
米
市
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」は
９
月
７
日
に
そ

れ
ぞ
れ
開
か
れ
、各
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

各
種
目
で
上
位
入
賞
し
た
個
人
、団
体
は
、10
月
に
県
内
各
地
で
開
か
れ

る
県
大
会
に
出
場
す
る（
一
部
種
目
は
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
経
る
）。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

新
人
総
合
体
育
大
会

【
団
体
の
部
】

●
野
球

①
中
田
中
②
津
山
中
③
米
山
中
③

南
方
中

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
女
子
①
豊
里
・
南
方
中
②
中
田

中
③
東
和
・
津
山
中

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
中
田
中

▼
女
子
①
新
田
中
②
東
和
中
③
米

山
中
③
佐
沼
中

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
①
米
山
中
②
登
米
中
③
豊

里
中
③
中
田
中

▼
女
子
①
登
米
中
②
佐
沼
中
③
中

田
中
③
米
山
中

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
南
方
中
②
中
田
中
③
佐

沼
中
③
豊
里
中

▼
女
子
①
南
方
中
②
中
田
中
③
津

山
中
③
石
越
中

●
卓
球

▼
男
子
①
中
田
中
②
米
山
中
③
東

和
中

▼
女
子
①
佐
沼
中
②
中
田
中

●
サ
ッ
カ
ー

①
佐
沼
中
②
中
田
中
③
登
米
中

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
①
中
田
中
②
佐
沼
中
③
東

和
中

▼
女
子
①
中
田
中
②
南
方
中
③
登

米
中

●
柔
道

▼
男
子
①
豊
里
中
②
米
山
中
③
中

田
中

▼
女
子
①
米
山
中
②
佐
沼
中
③
南

方
中

●
剣
道

▼
男
子
①
津
山
中
②
中
田
中
③
南

方
中

▼
女
子
①
南
方
中
②
中
田
中

【
個
人
の
部
】

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子
①
佐
々
木
崇
人
、笠
原
雅

康（
中
田
中
）②
赤
松
皇
汰
、熊
谷

朋
也（
東
和
中
）③
後
藤
優
空
、永

浦
鉱
季（
南
方
中
）③
亀
田
淳
也
、

髙
橋
明
輝（
南
方
中
）

▼
女
子
①
白
鳥
和
、小
野
寺
咲
乃

（
南
方
中
）②
小
出
幸
慧
、鈴
木
紫

音（
東
和
中
）③
佐
々
木
碧
海
、千

葉
ひ
か
り（
石
越
中
）③
小
野
寺
茉

那
、佐
藤
理
乃（
中
田
中
）

●
卓
球

▼
男
子
①
末
永
陽
士（
佐
沼
中
）

②
佐
々
木
啓
悟（
中
田
中
）③
鈴
木

利
生（
中
田
中
）③
西
城
希
望
（
東

和
中
）

▼
女
子
①
佐
々
木
瑞
希（
中
田
中
）

②
佐
々
木
鈴
音（
中
田
中
）③
佐
藤

聖
羅（
佐
沼
中
）③
水
間
詩
乃
（
佐

沼
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル

▼
男
子
①
佐
々
木
駿
斗（
中
田
中
）

②
佐
藤
一
輝（
東
和
中
）③
齋
藤
凌

大（
中
田
中
）③
遠
藤
大
洋
（
佐
沼

中
）

▼
女
子
①
遠
藤
麗
奈（
南
方
中
）②

菅
原
葵（
東
和
中
）③
阿
部
若
夏（
登

米
中
）③
佐
々
木
瑠
杏（
南
方
中
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス

▼
男
子
①
伊
東
龍
神
、佐
々
木
康
平

（
中
田
中
）②
伊
邉
夢
、鈴
木
竜
聖

（
佐
沼
中
）③
及
川
楓
月
、千
田
颯

汰（
中
田
中
）③
阿
部
竜
馬
、
只
野

瞬（
中
田
中
）

▼
女
子
①
佐
竹
未
来
、志
田
彩
乃

（
中
田
中
）②
及
川
結
生
、及
川
琴

実（
中
田
中
）③
冥
賀
三
鈴
、荒
井

良
夢（
登
米
中
）③
佐
々
木
愛
花
、

熊
谷
莉
乃（
中
田
中
）

●
柔
道

▼
男
子

▼
50
㌔
級
①
千
葉
元
喜
（
豊
里
中
）

②
浅
野
裕
斗（
豊
里
中
）③
菊
澤
朋

柔
（
中
田
中
）
③
鈴
木
悠
真
（
米

山
中
）

▼
55
㌔
級
①
中
澤
聖
哉（
米
山
中
）

②
菅
原
愛
斗（
米
山
中
）③
加
藤
颯

（
米
山
中
）

▼
66
㌔
級
①
野
村
尊（
米
山
中
）

②
渡
邊
碧（
中
田
中
）③
阿
部
星
哉

（
豊
里
中
）

▼
73
㌔
級
①
佐
藤
茅
人（
豊
里
中
）

②
佐
藤
渉
太（
米
山
中
）③
鈴
木
裕

太（
南
方
中
）

▼
73
㌔
超
級
①
須
藤
翔
舞（
米
山

中
）②
中
澤
佑
哉（
豊
里
中
）③
佐
藤

圭
人（
豊
里
中
）

▼
女
子

▼
44
㌔
級
①
尾
形
歩
香（
佐
沼
中
）

②
佐
藤
涼（
中
田
中
）

▼
52
㌔
級
①
平
井
菜
（々
南
方
中
）

②
北
浦
楓（
佐
沼
中
）③
津
藤
理
歩

（
南
方
中
）

▼
57
㌔
級
①
髙
橋
春
香（
米
山
中
）

中総体
新人戦
2016

駅伝競走大会

●男子の部
①米山中Ａ②中田中Ａ③登米中Ａ
●女子の部
①中田中Ａ②東和中Ａ③登米中Ａ
●男子区間
（１区）①佐藤和貴（津山中Ａ）②岩渕太洋
（米山中Ａ）③大江真斗（豊里中Ａ）
（２区）①斉本岳（中田中Ａ）②佐藤天哉（米
山中Ａ）③小野寺歴（登米中Ａ）
（３区）①山田侍源（米山中Ａ）②及川正貴
（中田中Ａ）③伊藤拓（新田中Ａ）
（４区）①佐藤史都（米山中Ａ）②高倉健成
（中田中Ａ）③平山星明（登米中Ａ）
（５区）①永浦暖人（豊里中Ａ）②成尾里楠
（新田中Ａ）②伊藤壮汰（米山中Ａ）
（６区）①阿部陸人（中田中Ａ）②芳賀翔大
（登米中Ａ）③梅本惇暉（米山中Ａ）
●女子区間
（１区）①唐橋あんじ（東和中Ａ）②千葉
奈々美（南方中Ａ）③岩渕ゆりか（豊里中
Ａ）
（２区）①伊藤凪（中田中Ａ）②阿部佑香（米
山中Ａ）②野村桜花（登米中Ａ）
（３区）①小野桜（中田中Ａ）②髙橋さくら
（豊里中Ａ）③渡部梓（新田中Ａ）
（４区）①菊地咲（津山中Ａ）②木戸浦小実
（登米中Ａ）③千葉由香子（米山中Ａ）
（５区）①主藤菜花（登米中Ａ）②内海菜羽
（中田中Ａ）③武田小町（東和中Ａ）

②
佐
藤
心
奈（
佐
沼
中
）③
千
葉
悠

（
米
山
中
）

▼
57
㌔
超
級
①
加
藤
ほ
の
か（
米

山
中
）②
佐
々
木
あ
す
か（
佐
沼
中
）

●
剣
道

▼
１
年
男
子
①
阿
部
太
陽（
佐
沼

中
）②
但
木
健
汰（
新
田
中
）③
工

藤
惟
仁（
石
越
中
）③
高
橋
怜
士

（
南
方
中
）

▼
２
年
男
子
①
鈴
木
那
琉（
中
田

中
）②
千
葉
大
世（
石
越
中
）③
伊

藤
大
輔
（
新
田
中
）
③
鈴
木
将
太

（
佐
沼
中
）

▼
１
年
女
子
①
佐
竹
莉
菜（
佐
沼

中
）②
山
内
瑠
夏（
中
田
中
）③
安

倍
朋
香（
中
田
中
）③
小
野
寺
真
生

（
南
方
中
）

▼
２
年
女
子
①
髙
橋
七
美（
佐
沼

中
）②
及
川
未
夢（
佐
沼
中
）③
佐

藤
澪（
南
方
中
）
③
伊
藤
ミ
ナ
モ

（
南
方
中
）

覇
を
競
う
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　本市中田町石森出身でフランスを拠点に活動してい
る造形作家、佐藤達

さとる

さんと国内外の造形作家の幾何学
構成作品ほかを展示する「登米アートトリエンナーレ
2016」は 10月１から 31日まで、サトル・サトウ・アート・
ミュージアムなどで開かれています。
　トリエンナーレは、幾何学構成作品の魅力に触れて
もらおうと、2010年から始まり、今回で３回目です。家
族で訪れた松原萌

もえ

香
か

さん＝神奈川県横浜市＝は「幾何
学構成といっても、人によって感じ方や表現方法に違
いがありおもしろいです。自分の作品の参考にします」
と話していました。

作品は、サトル・サトウ・アート・ミュージアムのほか、市内６箇
所に設置。スタンプラリーで、完走すると記念品がもらえます。

　340年以上の伝統を誇る「とよま秋まつり」（登米秋ま
つり協賛会主催）は９月17、18の両日、登米町市街地で
開かれ、薪能、神楽大会や山車の行進などさまざまな催
しで盛り上がりました。
　「山車総見審査会」には、各町内会手作りの山車 10 基
が登場しました。戦国武将、歌舞伎の演目やアニメな
ど、それぞれが趣向を凝らした山車に、つめかけた見物
客は拍手をしたり、カメラのシャッターを切ったりし
て楽しみました。
　まつりは、1675（延宝３）年から始まったとされてい
る伝統行事で、県無形民族文化財に指定されています。

山車が軽快なお囃子に合わせて練り歩くさまは、まさに「日本の
祭り」。

　ハーレーチャリティーイベント「KIKUCHI MEETING」
は９月10日、長沼フートピア公園特設会場で開かれ、県
内外から千人以上の観客が訪れました。
　イベントは、フリースタイルモトクロス、よさこいや
ライブなどが催されました。フリースタイルモトクロ
スは、世界で活躍する鈴木大

だい

助
す け

選手＝迫町錦東出身＝
を筆頭に、国内外で活躍するライダーたちが集結。空中
で、人とバイクが一体になった見事な技を披露し、観客
を盛り上げました。
　イベントの収益と会場での募金は、東日本大震災み
やぎこども育英資金に寄付されました。

会場には、多くのハーレー・ダビッドソンが集まり、メインステ
ージ前に展示。観客は、生演奏とバイクを同時に楽しみました。

　米岡芝居第５回公演「小
お

里
さと

敵
かたき

討
う ち

～お初観音の願い
～」は９月18日、米山体育館で上演され、市民手づくり
の舞台が客席を魅了しました。
　米岡芝居は、藩政時代から昭和初期まで米山町米岡
で伝承されてきた地方歌舞伎です。2002年に米山町の
有志が復活させ、これまで４回上演しています。
　物語は、涌谷町で拾われたお里が主人公の創作劇。感
動の舞台に涙を流す観客も。来場した二階堂順

じゅん

一
い ち

郎
ろ う

さ
ん＝中田町浅部＝は「迫真の演技に感動しました。途絶
えたものを再開し、ここまで仕上げた皆さんの情熱は
素晴らしい」と関係者の努力を称えました。

物語の最後は、孤児だったお里（中央）は、実の父親（中央左）と再
会。家族で新たな幸せを見つける旅に出ました。

ピエロのマジックショーも開かれ、子どもたちは興味津々。何度
見てもタネが明かせず、首を傾げていました。

　「第27 回長沼レガッタ」は９月25日、アイエス総合ボ
ートランドで開かれ、参加した約 300 人のクルーが、
水上で熱戦を繰り広げました。
　レガッタは、ナックルフォア、カヌー、ダブルスカル
の３種目を男女、年齢別の 11 種別で競われ、合計 83
クルーが出場。会場付近では、心地よい秋晴れの下、選
手や応援団がテントを並べバーベキューを楽しむな
ど、スポーツと食欲の秋を楽しみました。渥美香

か

織
おり

さん
＝中田町加賀野一＝は「会社の仲間でエントリーしま
した。成績が今ひとつだったので、来年は練習して臨み
ます」と、来年に向けて意気込んでいました。

ゴール目前、１位争いのデッドヒートを繰り広げるクルーたち。
観客席からは大きな声援が寄せられました。

　「第８回登米市こどもまつり」は９月25日、迫体育館
および迫公民館で開かれ、多くの親子連れでにぎわい
ました。
　会場には、ステージイベント、キッズサッカー、人形
劇や遊びのワークショップ体験コーナーなどが設けら
れ、子どもたちは大喜び。小石に絵の具で絵を描くスト
ーンアートや紙で作る紙コプターに人気が集まりまし
た。親子で訪れた三島千

ち

佳
か

子
こ

さん＝広島県＝は「登米町
の実家に帰省していて、息子と参加しました。いろいろ
な催しがあり、幅広く遊べるのでたっぷり楽しめます
ね」と満足していました。
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◉
　

住
宅
用
火
災
警
報
（
以
下
、
住
警
器
）

の
設
置
は
、
市
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
場
所
も
同
様
で
、「
寝
室
」
と
寝
室

の
あ
る
階
の
「
階
段
」
に
「
煙
式
」
の
住

警
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

前
ペ
ー
ジ
の
図
の
と
お
り
、
１
つ
の
階
に

複
数
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
全
て
に

設
置
が
必
要
で
す

◉
　

住
警
器
は
電
池
が
切
れ
る
と
作
動
し
な

く
な
り
ま
す
。
定
期
的（
１
カ
月
に
１
度

が
目
安
）に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
し

て
、
正
常
に
作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ

う◉
　
「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
」
と
一
定
の
間

隔
で
鳴
る
場
合
は
、
電
池
切
れ
や
機
器
の

　

こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
日
増
し
に
寒
く

な
り
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具

の
使
用
が
増
え
、
空
気
も
乾
燥
し
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
気
を
付
け
て
、
火
災
が
発
生

し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
９
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
は
全

国
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。
市
は
火
災

に
よ
る
高
齢
者
な
ど
の
死
傷
者
を
な
く
す

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、

期
間
中
に
次
の
４
点
を
重
点
目
標
に
し
た

防
火
対
策
を
進
め
ま
す
。

❶
　

高
齢
者
宅
等
の
防
火
診
断
な
ど
を
実
施

し
ま
す

❷
　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
の
注
意
喚

起
を
図
り
ま
す

❸
　

老
人
福
祉
施
設
の
避
難
訓
練
な
ど
を
実

施
し
て
安
全
対
策
を
図
り
ま
す

❹
　

開
催
の
都
度
、
指
導
を
徹
底
し
て
行
事

の
安
全
を
図
り
ま
す

異
常
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
警
報
音
が

鳴
っ
た
時
の
対
処
方
法
は
取
扱
説
明
書
な

ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

▼
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

▼
消
防
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

▼
東
出
張
所 

☎
０
２
２
０（
５
３
）３
１
１
９

▼
西
出
張
所 

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
９     

▼
南
出
張
所　

☎
０
２
２
５（
７
６
）４
１
１
９

▼
北
出
張
所 

☎
０
２
２
８（
３
４
）２
１
１
９

▼
津
山
出
張
所

☎
０
２
２
５（
６
８
）３
１
１
９
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☎

◉

➊➋

❸

☎

◉

☎

☎

◉

☎
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保護者が仕事、病気その
他の理由で昼間家庭にいない、市内の小学
校に在籍する児童

平日＝放課後～午後 6時 30 分
長期休業日・土曜日・振替休業日＝午前

7時 30 分～午後 6時 30 分
日曜日、祝祭日、年末年始

※原則として、インフルエンザや台風など
　による学校閉鎖や緊急事態が発生した場
　合は、学校と同じように閉所します

無料（ただし、おやつ代、教材
費や保険料などは個人負担となります）

11 月１日（火）から 18日（金）ま
で。児童館または子育て支援センターに必
要書類を提出してください

詳しくは各児童クラブにお
問い合わせください

　

農
業
委
員
会
は
、
農
地
の
賃
貸
借
契

約
を
結
ぶ
場
合
の
参
考
と
し
て
、
過
去

１
年
間（
平
成
27
年
８
月
か
ら
平
成
28

年
７
月
ま
で
）の
農
地
の
賃
借
料
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

　

農
地
の
賃
借
を
す
る
場
合
は
、
こ
の

情
報
を
参
考
に
貸
し
手
、
借
り
手
の
双

方
で
賃
借
料
の
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局（
農

地
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

　
「
子
育
て
を
助
け
て
ほ
し
い
人
」

と
「
子
育
て
の
手
伝
い
が
で
き
る

人
」が
そ
れ
ぞ
れ
会
員
登
録
し
、地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
を
す
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
。

　

子
育
て
の
手
伝
い
が
で
き
る
人

を
対
象
に
、
第
２
回
協
力
会
員
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
９
日（
水
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

南
方
庁
舎
２
階（
中
会
議

室
）

電
話

11
月
２
日（
水
）

無
料

登

米
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
８

▶

▶

▶
▶

▶

❶ ▶
▶

▶ ❷
❸ ❹

❺
❻ ❼ ❽

❾ 10 11

　

平
成
29
年
度
の
登
米
市
振
興
総

合
補
助
金（
み
や
ぎ
の
水
田
農
業

改
革
支
援
事
業
・
園
芸
特
産
重
点

強
化
整
備
事
業
）の
事
業
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
実
施
希

望
者
は
対
象
経
費
な
ど
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

営
農
集
団（
３
戸

以
上
）、
農
業
生
産
法
人
な
ど　

水
稲
、
麦
、
大
豆
、

飼
料
作
物
、
野
菜
な
ど

※
既
存
の
機
械
、
施
設
の
更
新
は

対
象
外
と
な
り
ま
す農

協
園
芸
特
産

関
係
部
会
、
農
業
法
人
、
任
意
組

合（
３
戸
以
上
）な
ど

イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ

リ
、
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
草
、
ネ

ギ
、
コ
ネ
ギ
、
ソ
ラ
豆
、
タ
マ
ネ

ギ
、キ
ャ
ベ
ツ
、ナ
ス
、カ
ボ
チ
ャ
、

ニ
ラ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ス
プ
レ
ー
菊
、

小
菊
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、ス
ト
ッ

ク
、
リ
ン
ゴ

規
約
ま
た
は
定
款
、
参
考
見
積

書（
１
社
）、
カ
タ
ロ
グ
類
、
作
付

計
画
図

規
約
ま
た
は
定
款
、
参
考
見
積

書（
１
社
）、
カ
タ
ロ
グ
類
、
施
設

設
置
図

11
月
18
日（
金
）

産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課（
農

産
園
芸
振
興
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

みやぎの水田農業改革支援事業の対象経費など

園芸特産重点強化整備事業の対象経費など

　

と
め
青
年
会
議
所
は
、
青
少
年

育
成
事
業
の
一
環
で
、
市
内
10
校

の
中
学
校
か
ら
生
徒
２
人
が
参
加

す
る「
登
米
市
子
供
議
会
」を
開
催

し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
日
頃
抱
い
て

い
る
ま
ち
づ
く
り
、
行
政
に
対
す

る
質
問
・
提
案
、
そ
し
て
将
来
の

登
米
市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
生

徒
た
ち
が
議
員
役
と
な
り
、
市
長

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
部
局
と
議

論
を
交
わ
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

傍
聴
く
だ
さ
い
。

11
月
12
日（
土
）午
後
０

時
30
分
〜
４
時
50
分

※
受
け
付
け
を
済
ま
せ
て
か
ら
、

傍
聴
席
で
ご
覧
く
だ
さ
い

市
役
所
迫
庁
舎（
３
階
議

会
議
事
堂
）

（
公
社
）
と
め
青

年
会
議
所　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

（
担
当
：
渡
邉
由ゆ

理り

）

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
１
１
３
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▶

☎

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

㊍ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊌ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉診療時間　9:00～17:00
【休日急患当番医】
◉休日・夜間診療案内　☎0229(24)2267（24時間）
◉第２次診療　登米市民病院　 ☎0220(22)5511
【問い合わせ】登米市医師会　☎0220(22)2084
※月～金曜日(休日を除く)
【歯科休日当番医】
【問い合わせ】市民生活部健康推進課　☎0220（58）2116
※当番医は、変更する場合があります。各医療機関に確認の上、受
診ください。

㊊  ☎

㊋  ☎

㊌  ☎

㊋  ☎

㊍  ☎

㊎  ☎

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
多

く
の
人
が
か
か
る
感
染
症
で
す
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
、
本
人
が
希
望
す
る
場
合

の
み
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】

❶
満
65
歳
以
上（
平
成
28
年
12
月

31
日
現
在
）

※
65
歳
を
迎
え
て
か
ら
接
種
し
て

く
だ
さ
い

❷
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心

臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
生
活

が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
障
害
の
あ

る
人（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相

当
）

平
成
28
年
10
月
24

日（
月
）
〜
平
成
29
年
１
月
31
日

（
火
）

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
前
に
受

け
ま
し
ょ
う（
年
内
中
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
）あ

ら
か
じ
め
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
か
ら
接
種
し
て
く
だ
さ
い

３
５
０
０
円
を
上

限
に
助
成
し
ま
す（
助
成
額
を
超

え
る
分
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
）。
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、

自
己
負
担
金
は
あ
り
ま
せ
ん

○
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課（
健

康
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

○
各
総
合
支
所
市
民
課
（
健
康
づ

く
り
係
）

　

労
働
安
全
衛
生
法
で「
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
」を
、
平
成
28

年
11
月
30
日
ま
で
に
労
働
者
数
50▶

　

平
成
28
年
度
宮
城
県
総
合
畜
産

共
進
会
は
７
、９
月
、
出
品
部
門

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
肉
用
牛
の
部
で
、
来

年
開
催
さ
れ
る
第
11
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
を
見
据
え
た
プ
レ
全

共
と
し
て
、
本
番
さ
な
が
ら
の
式

典
を
開
催
。
各
市
町
村
な
ど
に
よ

る
観
光
・
物
産
コ
ー
ナ
ー
や
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
数
多
く

の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
共
に
向
け
て
、
肉
用

牛
の
部
に「
肉
牛
」の
出
品
区
を
設

け
、
枝
肉
の
質
や
量
に
つ
い
て
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
門
ご
と
の
審
査
の
結
果
、
登

米
市
か
ら
出
品
し
た
牛
や
豚
が
数

多
く
上
位
入
賞
。肉
用
牛
の
部（
種

牛
）と
肉
豚
の
部
で
は
、
両
部
門

で
団
体
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
本

市
の
高
い
生
産
技
術
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次

の
通
り
で
す（
敬
称
略
。
最
優
秀

賞
ま
で
を
掲
載
）

◉

▼

＝
鈴
木
貴
博（
南
方
町
）

▼

＝
㈱
シ
ュ
ガ
ー

フ
ァ
ー
ム（
中
田
町
）

◉

▼

＝
千
葉
康
之（
迫
町
）

▼

＝
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ（
中
田
町
）
▼

＝
後
藤
正
弘（
米
山

町
）

▼

＝
千
葉
弘
喜（
迫
町
）

▼

＝
高
橋
清
範

（
南
方
町
）

▼

＝
登
米
和
牛
育
種
組
合
、
伊
藤
功

一（
東
和
町
）、千
葉
弘
喜（
迫
町
）、

佐
藤
浩
志（
米
山
町
）、
高
橋
清
範

（
南
方
町
）▼

＝
登
米

和
牛
育
種
組
合
、
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ（
中

田
町
）

▼

＝
登
米
和
牛
育
種
組
合
、
及
川
養

治
郎（
米
山
町
）、
後
藤
正
弘（
米

山
町
）、
船
島
一
芳（
中
田
町
）、

㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ（
中
田
町
）

＝（
第
４
区
繁
殖

雌
牛
群
）登
米
和
牛
育
種
組
合　

＝（
第
５
区

高
等
登
録
群
）登
米
和
牛
育
種
組

合

▼

＝（
第

２
区
若
雌
の
２
）㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ（
中
田

町
）▼

＝（
第
５
区
高
等

登
録
群
）登
米
和
牛
育
種
組
合
、㈲

Ｎ
Ｏ
Ａ（
中
田
町
）

＝
登
米
地
区

◉

＝
金
野
康（
石
越
町
）

＝
千
葉
正
憲

（
登
米
町
）▼

＝
金

野
康（
石
越
町
）

◉

▼

＝
㈲

ピ
ッ
グ
夢
フ
ァ
ー
ム（
豊
里
町
）

▼

＝
㈲
狩
野
畜
産（
中
田
町
）

▼＝佐
竹
忠
洋

（
迫
町
）▼

＝
㈲
伊
豆
沼

農
産（
迫
町
）＝

登
米
地
区

産
業
経
済
部
農

産
園
芸
畜
産
課（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

人
以
上
の
事
業
者
で
実
施
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
自
分
自
身
や
家
族
な
ど

の
心
の
健
康
状
態
を
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
気
軽
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し

た
。
氏
名
な
ど
個
人
情
報
の
入
力

は
不
要
で
、
簡
単
な
質
問
に
答
え

る
だ
け
で
、
ス
ト
レ
ス
や
落
ち
込

み
度
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

※
利
用
料
は
無
料
に
な
り
ま
す

が
、
通
信
料
金
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す

市
民
生
活
部
健

康
推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

消
防
本
部
は
、
幼
年
期
か
ら
防

火
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
た
め
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
助
成
を
受
け

て
、
ド
ラ
ム
や
ベ
ル
な
ど
の
幼
年

消
防
用
鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
を
購
入
し

ま
し
た
。

　

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
は
、
９
月
９
日

公
益
財
団
法
人
専
称
福
祉
会
北
上

保
育
園（
高
橋
春は

る

美み

園
長
）に
贈
呈

さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
防
火
思

想
の
普
及
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
予
防

課（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　
　

暮
ら
し
や
仕
事
、健
康
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
お
持
ち
の
人

か
ら
相
談
を
受
け
、
解
決
方
法
を

一
緒
に
考
え
ま
す
。相
談
は
無
料
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

く
ら
し・し

ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー
と
も
ま
ち
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
３

０
２
２
０（
２
３
）９
９
６
４

※
窓
口
開
設
時
間
＝
月
〜
金
／
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▶
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迫
　「第 62 回登米市はさま女性のつどい」は９月 10 日、
迫公民館で開かれ、迫地区女性団体から約150人が参加。
レクリエーションダンスでさわやかな汗を流しました。
　市社会福祉協議会生活支援コーディネーターの伊藤 修

おさむ

氏と高清水智
ち

恵
え

子
こ

氏を講師に、「南の島のハメハメハ大王」
の音楽に合わせ楽しく体を動かしました。参加者は「笑い
ながら踊れる振り付けなので、地区の集会などでも実践し
たい」と話していました。

登米
　「平成 28年秋の交通安全運動市民大会」は９月 21日、
登米祝祭劇場で開かれ、9月 13日で交通死亡事故7千日
を達成した葛籠淵地区コミュニティ推進協議会（千葉勝

かつ

博
ひろ

会長）に登米市交通安全対策協議会と登米警察署長から褒
状が贈られました。
　千葉会長は「今回の表彰を地域で分かち合い、今後も死
亡事故ゼロが続くよう交通安全運動に取り組んでいきた
い」と決意を新たにしていました。

東和
　秋の交通安全キャンペーン「無事に行げっ茶作戦」（東
和地区交通安全推進会議主催）は９月21日、東和総合支
所前の国道 346号で実施され、交通安全団体の関係者が
安全運転を呼び掛けました。
　同作戦は、お茶を飲んで休憩を取り、無事目的地に到着
してほしいと実施され、関係者は通りかかったドライバー
にお茶やチラシを配り、安全運転を呼び掛けました。お茶
を手にしたドライバーは、笑顔で応えてくれました。

中田
　石森コミュニティ運営協議会主催（渡邊義

よし

雄
お

会長）の旧
中田町名誉町民の片倉邦

くに

雄
お

氏講演会は９月17日、石森ふ
れあいセンターで開かれ、地区内外から訪れた約１３０人
が聴講しました。講演会は、同協議会が発刊した「石森歴
史の散歩道」の記念行事として開かれたものです。
　伊達家の重鎮、片倉小十郎の末

まつ

裔
えい

である片倉氏は、戦国
武将真田幸

ゆき

村
むら

と石森片倉家の関係など、ユーモアを交えて
講演。来場者は、時に笑いながら熱心に耳を傾けていました。

豊里
　「豊里地区市民大運動会」豊里町コミュニティ推進協議
会主催（阿部洋

よう

一
いち

会長）は９月 4日、豊里総合運動場で
開かれ、20地区から約 1200人が参加し、さわやかな汗
を流しました。
　運動会は地区民の交流を深めることと健康・体力づくり
を目的に開かれています。参加者は和やかな雰囲気の中に
も真剣に挑み、８種目で熱戦を繰り広げました。熱戦の結
果、下町地区が優勝しました。

石越
　「石越地区市民登山」は９月4日、仙台市泉ヶ岳で開かれ、
地区住民など20人が参加し、登山を通じて親睦を深めま
した。
　市民登山は、雄大な自然に触れながら難しい目的達成を
通し、参加者の連携と仲間づくりを目的にしています。
　同日は、曇り空でガスがかかるなど、あいにくの天候で
したが、参加者同士声を掛け合いながら頂上へ。登山なら
ではの達成感を全員で共有しました。

津山
　「ふれあい太鼓」（津山創作太鼓主催）は９月18日、津
山公民館で開かれ、来場者は迫力ある和太鼓と躍動感あふ
れるよさこいに魅了されました。
　これは、地域の親睦を深め、和太鼓に親しむことを目的
に開かれ、よさこいを含む７団体が参加。見事な演奏と踊
りに会場から大きな拍手が送られました。また、和太鼓体
験コーナーもあり、奏者が直接指導。来場者は和太鼓を楽
しく体験しました。

米山
　伝統行事「風追い祭り」は８月20日、西野米岡地区で
開かれ、地区内を練り歩き五穀豊穣を祈念しました。
　祭りは、大うちわと風追いはやしで 210 日と 220 日
の風を追い払うことで、秋の大豊作をもたらすといわれ開
かれています。
　山車には今年の干支の「申

さる

」を題材に孫悟空が飾られま
した。親子三代で参加した佐々木俊

とし

樹
き

さんは「米の豊作と
販売価格の向上を願いました」と話していました。

南方
　「南方元気っ子クラブ」は９月 4日、大嶽山交流広場で
開かれ、地区内 3小学校の３～６年 29人が自然体験活
動を楽しみました。
　体験活動では草木や虫などを題材にしたフィールドビン
ゴゲームなどが行われ、チームに分かれて交流しました。
同クラブは学校を越えて交流を図り、普段できない事を体
験することで自主性、協調性などを養うことを目的に開か
れています。

TOWNS TOPICS
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Monthly Hot Communication

Health

ちゃん
（迫町五日町）

くん
（迫町八幡）

ちゃん
（迫町的場）

ちゃん
（迫町横丁）

ちゃん
（迫町平柳）

くん
（迫町舟橋）

ちゃん
（迫町山の上）

くん
（迫町萩洗）

くん
（迫町萩洗）

ちゃん
（迫町八幡）

Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

～利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします～

☎
☎
☎

くん
（迫町八幡）

ちゃん
（迫町泥内）

くん
（迫町下舟丁）

くん
（迫町的場）

くん
（登米町後小路）

ちゃん
（豊里町竹花）

くん
（米山町斉藤）

くん
（豊里町上町）

ちゃん
（米山町新町）

ちゃん
（豊里町下町）

くん
（豊里町下町）

ちゃん
（豊里町鴇波）

くん
（米山町八軒小路）

ちゃん
（米山町新町）

ちゃん
（米山町今泉）

ちゃん
（南方町北本郷）

くん
（南方町柳沢）

ちゃん
（南方町山成）

ちゃん
（南方町北本郷）

ちゃん
（南方町高石）

迫図書館および中田図書室は、知識や教養、文化
の向上や資源の有効活用を図るため、図書館（室）で
使用した本を、市民の皆さんに無償で差し上げます。

11 月４日（金）、５日（土）
午前 11 時～午後２時

中田生涯学習センター（２階学習室）
約 600 冊

○主に平成 26 年４月～平成 27 年３月発行の雑誌
例）文藝春秋、ゆうゆう、きょうの料理、すてき
にハンドメイド、プレジデント
○古くなった旅行誌
例）るるぶ

１人５冊まで
迫図書館　☎ 0220（22）9820

さんさん
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かわいさ真っただ中。
イヤイヤ期真っただ
中ですが、毎日かわ
いいわが娘に癒やさ
れています。
すくすく育ってね。

2015年7月2日生まれ
中田町・加賀野ニ
正史さんの長男

くん（1）

いつもニコニコ。
最近ボール投げが得
意な碧士です。見て
聞いて、感じて、い
ろんな笑顔を家族に
見せてね。

Monthly Hot Communication

Child

2014年１0月20日生まれ
南方町・須崎
慶典さんの長女

ちゃん （2）

　僕の夢は、農業機械の開発者になること
です。子どもの頃からモノづくりや機械を
見るのが好きでした。そして農業をよく手
伝っていたことから、この仕事に興味を持
ちました。
　現在、農業従事者が減ってきているので、
自動運転農業機械の開発が本格的に進んで
います。また、農業機械は性能だけではな
く、デザインや環境配慮など、さまざまな
点が工夫されています。このように、いろ
いろな最新技術を取り入れ、便利な農業機
械を開発していきたいです。
　夢を実現するためには、専門的な知識、
技術や学力が必要です。これからも学校以
外の勉強もし、たくさんの知識や技術を身
につけていきます。

Young
Monthly Hot Communication

　151㌢でＢ型です。
　石巻赤十字病院で看護師をして

います。この職に就いたのは、叔母の影響と
高校生の時、南三陸町でボランティアをした
際に、その場で働く看護師を見て責任がある
仕事だと思い選びました。昨年は１年目で
何をしたらいいか分からず辞めたいと思う
こともありました。２年目になり自分で考
えることは大変ですが今の仕事は充実して
います。

　マイペースなので、急かさ
れることが苦手です。10 分ぐらい早めに行
動することを心掛けています。

　カフェやフラワーガーデン巡り
をすることです。カフェは市内にもすてき
なところがありますね。また、フラワーガー
デンは季節ごとの花を見ると癒されます。

よく旅行に行きます。国内は北
海道、京都や長崎など。今年の夏休みは、
ドイツやイギリスなどに行きました。

常識があり、頼りになる
人。２人で一緒にいて笑っていられる人が
いいですね。

　英会話を習いたい
です。海外に行ったときに英語が話せず苦
労したので。

自然を生かした大
きな公園があればいいですね。また、新し
い図書館に大好きなカフェが併設されてい
れば勉強もはかどるのでそういうスペース
があればうれしいですね。

農業機械の開発者になり
農業を支えたい
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親
戚
の
紹
介
で
結
婚
し

た
ん
だ
よ
。
２
人
で
米
を
作
っ
て

い
た
け
ど
、
農
業
収
入
で
は
足
ら

な
く
て
東
京
へ
出
稼
ぎ
さ
行
っ
た

女
房
に
は
苦
労
を
か
げ
だ
ね
。

  

昔
は
そ
う
い
う
も
ん
だ

と
思
っ
て
た
が
ら
。  

区
長
を
し
て
い
た
頃
、

「
お
茶
飲
ん
で
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
の
が
元
気
の
も
と
で
、
そ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
区
長
を

辞
め
た
今
で
も
続
い
て
い
る
こ
と
。

30
年
前
、
子
豚
の
繁
殖

を
し
て
だ
の
。
親
豚
が
子
豚
を
授

乳
す
る
時
、
つ
ぶ
し
て
し
ま
わ
な

「
懐
か
し
い
南
方
の
例
え
話
」

　

子
ど
も
の
頃
、
古
里
南
方
で
よ

く
耳
に
し
た
例
え
話
が
あ
る
。

　

ま
ず
は「
何
だ
が
知
ら
な
い
人

と
行
き
合
っ
た
よ
う
な
味
だ
な

や
」
こ
れ
は
食
べ
物
を
口
に
し
て
、

思
っ
た
よ
う
な
味
に
な
っ
て
い
な

い
と
き
に
使
う
例
え
。
下
手
く
そ

な
手
料
理
を
前
に
、
一
刀
両
断
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
こ

と
な
く
、
物
足
り
な
さ
を
訴
え
よ

う
と
す
る
と
き
な
ど
に
使
っ
て
い

た
と
思
う
。

　

大
人
た
ち
が
交
わ
す
こ
の
よ
う

な
例
え
話
に
、
ど
ん
な
意
味
が
潜

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
子
ど
も

心
に
一
生
懸
命
考
え
た
も
の
だ
っ

た
。

　

全
く
知
ら
な
い
人
と
道
で
行
き

合
う
。
食
べ
て
は
み
た
も
の
の
、

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、道
の
駅
み
な
み
か
た

「
も
っ
こ
り
の
里
」の
田
口
俊と

し

郎ろ
う

駅

長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
駅
は
、
産
直
施
設
と
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

産
直
は
、
野
菜
を
切
ら
さ
な
い
よ

う
、
常
に
市
内
の
農
家
か
ら
良
品

で
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
に
努
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
果
物

は
リ
ン
ゴ
や
柿
、
キ
ノ
コ
類
は
ナ

メ
コ
や
マ
イ
タ
ケ
な
ど
、
秋
な
ら

で
は
の
も
の
が
並
び
ま
す
。

　

も
ち
工
房
は
「
も
っ
こ
り
も
ち

オ
ー
ド
ブ
ル
」
が
好
評
で
す
。
こ

れ
は
、
お
客
さ
ん
の
好
み
に
合
わ

せ
て
餅
を
詰
め
合
わ
せ
て
お
り
、

時
期
を
問
わ
ず
、
人
気
が
あ
る
商

品
で
す
。
11
月
20
日
か
ら
、
正
月

用
切
り
餅
の
予
約
を
受
け
付
け
ま

す
。
12
月
10
日
ま
で
に
ご
予
約
い

た
だ
け
れ
ば
、
５
％
割
引
と
な
り

ま
す
。
惣
菜
工
房
は
、
９
種
類
の

味
が
楽
し
め
る
ご
ぼ
う
チ
ッ
プ
ス

が
相
変
わ
ら
ず
人
気
で
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
バ
イ
キ
ン
グ

形
式
で
お
ふ
く
ろ
の
味
が
味
わ
え

ま
す
。
主
食
は
ご
飯
と
麺
を
準
備
、

お
か
ず
は
ニ
ラ
玉
が
人
気
で
、
約

20
品
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
地
元

食
材
を
使
用
し
た
安
全
安
心
な
料

理
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
み
な
み

か
た「
も
っ
こ
り
の
里
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）３
１
１
１

全
然
そ
れ
ら
し
さ
の
な
い
味
付
け

の
食
べ
物
。
ど
ち
ら
も
な
ん
の
感

慨
も
な
け
れ
ば
、
感
動
も
沸
か
な

い
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
例
え
て
い

る
の
だ
ろ
う
な
ぐ
ら
い
に
思
っ
た

も
の
だ
。

　

次
に「
馬
っ
こ
さ
銭
っ
こ
見
せ

た
よ
う
な
も
ん
だ
な
や
」
あ
の
頃

の
農
家
は
、
南
方
に
限
ら
ず
大
抵

農
耕
用
に
馬
を
飼
い
、
馬
小
屋
が

あ
っ
た
。

　

馬
小
屋
に
は
、
馬
桶
と
い
う
給

餌
用
の
木
桶
が
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
て

い
た
。
朝
昼
晩
と
飼
葉
を
与
え
る
。

干
し
草
や
稲
わ
ら
を
押
し
切
り
で

細
か
く
切
り
刻
む
。
サ
ク
ズ
と
呼

ぶ
米
糠
、
米
の
研
ぎ
汁
な
ど
と
混

ぜ
合
わ
せ
馬
桶
に
放
り
込
む
。
す

る
と
、
馬
が
に
っ
こ
り
と
嬉
し
そ

う
な
顔
を
し
て
近
寄
っ
て
く
る
。

札
束
を
見
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。

好
餌
に
喜
ん
で
い
る
だ
け
だ
。

　

分
厚
い
札
束
に
は
目
も
く
れ

ず
、
小
耳
ひ
と
つ
ピ
ク
リ
と
も
さ

せ
な
い
。
ま
さ
に
豚
に
真
珠
。
い

や
、
南
方
風
に
言
え
ば「
馬
に
札

束
」
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
ほ
ん
の
一

例
。
南
方
で
使
わ
れ
て
い
た
例
え

話
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
何
と
も

い
え
な
い
絶
妙
な
言
い
回
し
、
ふ

る
さ
と
の
匂
い
と
そ
こ
に
溢
れ
る

不
思
議
で
豊
か
な
ユ
ー
モ
ア
と
人

情
。
思
い
起
こ
す
た
び
に
、
つ
い

笑
い
を
誘
わ
れ
て
し
ま
う
。

い
よ
う
に
、
寝
ず
に
茶
の
間
で
見

張
っ
た
ご
と
も
あ
っ
た
ね
。

兄
弟
夫
婦
で
年
１
回
温

泉
に
行
く
の
が
楽
し
み
。

野
菜
の
種
を
ま
い
て
何

日
で
芽
が
出
る
と
か
、
生
育
記
録

を
日
記
に
書
い
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
が
も
の
を
言

う
時
、
黙
っ
て
れ
ば
い
い
ん
で
ね
。

★

今
ま
で
ど
お
り
、
２
人

で
植
木
、
野
菜
づ
く
り
を
す
っ
こ

ど
。
休
み
に
は
孫
の
と
こ
ろ
さ

行
っ
て
、
野
菜
と
花
を
植
え
る
ご

ど
だ
ね
。

●
12
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番
号

を
記
入
し
、10
月
31
日（
月
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。

家
族
健
康
で
家
庭
円
満
が
最
高
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（
火
）〜
12
月
２
日（
金
）
／
一
般
＝

11
月
１
日（
火
）〜
平
成
29
年
１
月

６
日（
金
）

推
薦
＝
平
成
29
年
１

月
７
日（
土
）〜
９
日（
月
）
の
う
ち

指
定
さ
れ
た
１
日
／
一
般（
１
次
試

験
）＝
平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

自
衛
隊  

宮
城
地

方
協
力
本
部  

登
米
地
域
事
務
所

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
２
４
４

母
子
・
父
子
家
庭
が
抱
え
る
養

育
費
や
親
権
な
ど
の
課
題
解
決
の

た
め
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

を
行
い
ま
す
。
相
談
は
事
前
に
予

約
が
必
要
で
す
。

11
月
15
日（
火
）午
後
１

時
〜
２
時
／
平
成
29
年
２
月
21
日

（
火
）午
後
１
時
〜
２
時

登
米
合
同
庁
舎（
登
米
地

域
事
務
所
）

東
部

保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事
務

所（
母
子
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

県
は
、
平
成
28
年
産
大
豆
の
安

全
性
を
確
認
す
る
た
め
、
国
・
市

町
村
な
ど
と
連
携
し
、
放
射
性
物

質
の
含
有
量
検
査
を
実
施
し
ま

す
。
旧
市
町
村（
※
１
）ご
と
の
安

全
性
が
確
認
で
き
る
ま
で
、出
荷
・

販
売
・
譲
渡
お
よ
び
贈
答
し
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
出
荷
自
粛

の
解
除
は
、
県
の
検
査
結
果
に
基

づ
き
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
検
査

結
果
は
県
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
１　

旧
市
町
村
（
昭
和
25
年
当

時
）
佐
沼
町
、
新
田
村
、
北
方
村
、

宝
江
村
、 

登
米
町
、
米
川
村
、
錦

織
村
、
米
谷
町
、
石
森
町
、
上
沼

村
、
浅
水
村
、
豊
里
町
、
米
山
村
、

吉
田
村
、
石
越
村
、
南
方
村
、
柳

津
町
、
横
山
村

県
登
米
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
７

◉

11
月
20
日（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

豊
里
公
民
館

５
日
前
ま
で

◉❶

11
月
８
日（
火
）午
前
10

時
〜
正
午
、
11
月
11
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時

❷

11
月
15
日（
火
） 

午
前
10

時
〜
正
午
、
11
月
18
日（
金
） 

午

後
７
時
〜
９
時受

講
日
前
日
ま
で

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

２
千
円

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や
ぎ

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

❶
パ
ソ
コ
ン
入
門（
ワ
ー
ド
体
験
）

／
機
器
操
作
の
概
要
説
明
や
ワ
ー

ド
を
使
っ
た
文
書
作
成
な
ど

❷
文
書
作
成（
ワ
ー
ド
）／
文
書
作

成
や
写
真
の
取
り
込
み
な
ど

❸
表
計
算（
エ
ク
セ
ル
）／
表
計
算

や
写
真
の
取
り
込
み
な
ど

❶
12
月
７
〜
８
日
、12
月
14
〜
15
日

❷
平
成
29
年
１
月
18
〜
19
日
、
１

月
25
〜
26
日

❸
平
成
29
年
２
月
８
〜
９
日
、
２

月
15
〜
16
日午

後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

各
18
人❶

11
月
15
日（
火
）

❷
12
月
21
日（
水
）❸
平
成
29
年
１

月
18
日（
水
）

南
方
住
民
情
報
セ

ン
タ
ー（
南
方
庁
舎
２
Ｆ
）市民

ま
た

は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

千
円
程
度　

南

方
住
民
情
報
セ
ン
タ
ー「
る
る
ぱ
」

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
７

※
開
館
日
：
火
曜
日
〜
日
曜
日
・

祝
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
働
き
方
改
革
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
中
、「
企
業
戦
略
」と
し
て
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

立
教
大
学 

社
会
学
部
・

大
学
院
21
世
紀
社
会
デ
ザ
イ
ン
研

究
科 

教
授 

萩
原
な
つ
子こ

氏

11
月
10
日（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時

登
米
祝
祭
劇

場（
小
ホ
ー
ル
）

企
業
・
施
設
な
ど
の
経

営
者
・
管
理
職
、
人
事
労
務
担
当

者
、
内
容
に
興
味
の
あ
る
人

無
料市

役
所
総
合
支
所
・

公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

上
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電

話
で
も
受
け
付
け
ま
す

11
月
５
日（
土
）

先
着
１
０
０
人

企
画
部
市
民
協
働
課（
市
民
活
動

支
援
係
） 

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死sh
im
in
k
y
o
d
o
@
c
ity
.

tom
e.m

iy
ag
i.jp

12
月
10
日（
土
）午
前
11

時
〜
午
後
４
時
30
分（
受
け
付
け

＝
午
前
10
時
30
分
）

登
米
市
教
育
資
料
館（
登

米
町
寺
池
桜
小
路
６
）、
遠
山
之

里（
同
資
料
館
隣
接
）

20
代
、
30
代
の
男

女
各
30
人

❶
登
米

市
、
栗
原
市
、
一
関
市
、
平
泉
町

に
在
住
し
て
い
る
人
❷
有
職
者
❸

11
月
27
日（
日
）の
事
前
セ
ミ
ナ
ー

に
出
席
で
き
る
人 

※
女
性
は
特
に
条
件
な
し

男
性
５
千
円
、
女
性

３
千
円（
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

は
１
人
２
５
０
０
円
）

11
月
16
日（
水
）

※
参
加
確
定
者
に
だ
け
、
11
月
21

日（
月
）ま
で
に
電
話
連
絡
し
ま
すＮ

Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ア
ー

ス
登
米
オ
フ
ィ
ス

災害時安定供給施設

☎

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

☎
０
２
２
０（
５
２
）５
１
０
６

（
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）

０
２
２
０（
５
２
）５
１
０
７

死unitedearth5@
gm
ail.com

◉

12
月
４
日（
日
）

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼

（
迫
町
佐
沼
字
中
江
５
―
５
―
10
）

男
女
各
15
人　

男
性
５
千
円
、女
性

３
千
円（
飲
食・リ
ー
ス
材
料
費
込
）

25
歳
〜
40
歳
代
の
独

身
男
女

11
月
23
日（
水
）午

後
６
時

○
第
３
回
自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー

「M
y

☆X
m
as

リ
ー
ス
を
作
ろ
う
」

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
け
付
け
＝
午
前
９
時
30
分
）

○
第
３
回
出
会
い
イ
ベ
ン
ト　

「
恋
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

午
前
11
時
30
分

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ

ン
ト
と
も
に
参
加
で
き
る
人

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ
るW

edding

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

◉

日
本
国
籍
で
、
18

歳
以
上
27
歳
未
満お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

12
月
３
日（
土
）、４
日

（
日
）の
う
ち
指
定
さ
れ
た
１
日

◉

推
薦
＝
11
月
１
日
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市
は
、
介
護
施
設
入
所
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
地
域
密
着
型

（
※
）の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

公
募
に
よ
り
施
設
の
整
備
・
運
営

を
行
う
法
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

各
施
設
の
整
備
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
地
域
密
着
型
と
は
、
高
齢
者
が

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ

て
も
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

自
宅
や
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う

に
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
入
所
者

は
、
市
内
の
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

◉
　

入
居
定
員
が
29
人
以
下
の
施
設

で
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
な
ど

の
介
護
、
機
能
訓
練
お
よ
び
療
養

上
の
世
話
を
し
ま
す
。
高
齢
者
が

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ

う
に
援
助
し
ま
す
。市

内
に
住
所
が

あ
り
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人（
要
介
護
１
〜
５
）

◉
　

入
居
定
員
が
５
〜
９
人
以
下
の

共
同
生
活
住
居
で
、
家
庭
的
な
環

境
と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
下
、

入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
な
ど
の
介

護
や
機
能
訓
練
を
し
ま
す
。
認
知

症
の
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
め
る
よ
う
に
援
助
し
ま

す
。

市
内
に
住
所
が

あ
り
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
（
要
支
援
２
、要
介
護
１
〜
５
）施

設
の
入
所
や
職
員
募
集
に
関
し
て

は
、
各
施
設
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

市
は
、介
護
職
員
の
人
材
確
保

や
資
格
取
得
に
よ
る
資
質
向
上
の

た
め
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

❶

介
護
職
員
初
任
者

研
修
、
介
護
職
員
実
務
者
研
修

▼
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
研
修
修
了
後
６
カ
月
以
内
に

市
内
介
護
事
業
所
に
就
労
を
希
望

す
る
人
▼
市
内
事
業
所
に
３
カ
月

以
上
従
事
し
て
い
る
人
▼
介
護
予

防
事
業
へ
の
参
画
希
望
者

受
講
料
お
よ
び
テ
キ

ス
ト
代
の
２
分
の
１（
５
万
円
を

限
度
）

❷

❶
の
助
成
金
の
交
付

を
受
け
、
研
修
終
了
後
６
カ
月
以

内
に
市
内
事
業
所
に
就
労
し
た
人

５
万
円福

祉
事
務
所
長

寿
介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

県
や
市
町
村
が
、
税
金
な
ど
の

滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
動
産

を
売
却
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
。

11
月
12
日（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

登
米
市
迫
体

育
館（
上
履
き
持
参
）

購
入
代
金
、

印
鑑
、
身
分
証
明
書
、
代
理
で
入

札
す
る
場
合
は
委
任
状

宮
城
県
税
務
課

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
３
２
６

地
方
税
徴
収
対
策
室

☎
０
２
２（
２
１
１
）６
６
８
１

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
本
校
の
教
育

活
動
を
公
開
し
ま
す
。

11
月
７
日（
月
）〜
11
日

（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
20
分

宮
城
県
登
米
総

合
産
業
高
等
高
校（
熱
海
、
青
木
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）４
６
６
６

◉
　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う

こ
と
は
、
動
物
の
命
を
預
か
る
こ

と
で
あ
り
、
非
常
に
大
き
な
責

任
を
伴
い
ま
す
。
飼
い
主
に
は
、

ペ
ッ
ト
が
命
を
終
え
る
ま
で
適
切

に
飼
う
責
任
が
あ
り
ま
す
。
飼
い

主
と
し
て
の
責
任
を
十
分
に
自
覚

し
、
愛
情
を
持
っ
て
正
し
く
飼
い

ま
し
ょ
う
。

◉
　

放
し
飼
い
は
、
迷
子
や
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

鳴
き
声
や
悪
臭
な
ど
で
ご
近
所
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◉
　

散
歩
中
に
フ
ン
を
し
た
時
は
、

飼
い
主
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入

れ
て
持
ち
帰
り
、
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
民
生
活
部
環

境
課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
な
ど
を
納
め
た
場

合
と
同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平

成
28
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納

め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。
過
去

の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料

も
含
ま
れ
ま
す
。
自
身
の
保
険
料

だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の
分
も
支

払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
も
合
わ

せ
て
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
中
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
す
る
た
め
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
領
収
証

書
な
ど
の
支
払
い
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
納

付
し
た
人
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
告
書

提
出
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書

か
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い（
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

場
合
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
）。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年

金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の

事
故
な
ど
、
万
一
の
と
き
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保

険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年
金

医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

㊋

㊌

◉

☎

㊍

◉

☎

㊐

◉

☎

◉

❶ ❷
☎

㊎
㊏

◉

❶ ❷
☎

㊌

◉

☎

㊌

㊐

◉

☎

下田中53番地8

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎ ☎ ☎ ☎
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（平成28年９月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,575 10,198 10,860 21,058 （▲10）

登米 1,808 2,372 2,587 4,959 （▲1）

東和 2,409 3,268 3,397 6,665 （▲7）

中田 5,032 7,745 8,189 15,934 （16）

豊里 2,146 3,350 3,388 6,738 （▲1）

米山 2,832 4,617 4,850 9,467 （▲13）

石越 1,599 2,505 2,591 5,096 （▲15）

南方 2,651 4,288 4,520 8,808 （9）

津山 1,194 1,681 1,824 3,505 （▲11）

合計 27,246 40,024 42,206 82,230 （▲33）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

○日没の早まる晩秋から冬季にかけて、薄暮時間帯に交通
事故が多く発生しています。
　車は早め（午後４時）のライト点灯、歩行者は反射材を
身につけ事故防止に努めましょう。

（平成28年９月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H28 H27 増減数

人身事故
発生件数 197件 189件 ８件

死者数 ０人 ２人 ▲２人

負傷者数 248人 256人 ▲８人

物損事故
発生件数 1,164件 1,179件 ▲15件

※平成28年１月からの延べ件数

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.05 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.05 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.05 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.05 晴れ

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

市
は
女
川
原
子
力
発
電
所
で
事

故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
県

お
よ
び
関
係
市
町
と
合
同
で
、
原

子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
対
象
は
、
原
子
力
災
害
対
策

を
重
点
的
に
実
施
す
べ
き
地
域

（
豊
里
町
、
津
山
町
）で
、
広
報
訓

練
や
屋
内
退
避
訓
練
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
全
域
に
携

帯
電
話
へ
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
配

信
す
る
訓
練
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
23
日（
水
）午
前
９

時
〜
午
後
１
時

◉
広
報
訓
練
▼
防
災
行
政
無
線
や

広
報
車
に
よ
る
広
報（
対
象
＝
豊

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

里
町
、
津
山
町
）
▼
携
帯
電
話
へ

の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
配
信（
対

象
：
市
内
全
域
。
計
３
回
配
信
）

◉
屋
内
退
避
お
よ
び
避
難
訓
練
▼

市
の
指
示
に
よ
り
自
宅
な
ど
へ
の

屋
内
退
避（
対
象
：
豊
里
町
、
津

山
町
）
▼
避
難
車
両
の
避
難
退
域

時
検
査（
場
所
：
迫
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン（
米
山
町
））
▼
避
難
住
民

の
受
け
入
れ（
避
難
先
：
南
方
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

相
談
は
完
全
電
話
予
約
制
。
前

日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
に
「
相
談
者
氏
名
」

「
基
礎
年
金
番
号
」「
電
話
番
号
」

「
相
談
内
容
」な
ど
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

11
月
24
日（
木
）午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

高
齢
者
で
最
近
物
忘
れ
が
多
く

な
っ
た
な
ど
、
気
に
な
る
症
状
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
精
神
科
医
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、

事
前
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。11

月
25
日（
金
）午
後
１

時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
１
階

相
談
室
）

各
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
分
室
、
ま
た
は
福
祉
事
務

所
長
寿
介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

11
月
11
日（
金
）、
11
月

25
日（
金
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時

15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

11
日
＝
柳
渕
勝し
ょ
う

一い
ち（
司
法

書
士
）、25
日
＝
開か

い

発ほ
つ

健け
ん

次じ（
弁
護

士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商

業
観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

【

11
月
22
日（
火
）❶
午

前
９
時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸

午
後
１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

宮
城
県
東
部
保
健
福
祉

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ
い
」　

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課 （
障

害
福
祉
係
）　

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

古
里
登
米
市
を
愛
し
た
髙
倉
勝

子
の
、
望
郷
の
念
や
悠
久
の
思
い

を
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
市
で
撮
影
さ
れ
た
四
季

折
々
の
風
情
あ
ふ
れ
る
写
真
も
展

示
。
絵
画
と
写
真
が
物
語
る
歴
史

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

11
月
１
日（
火
）

〜
12
月
15
日（
木
）午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分
／
登
米
市
髙
倉
勝
子

美
術
館「
桜
小
路
」

大
人
２
０
０
円
、高
校

生
１
５
０
円
、小
中
生
１
０
０
円

登
米
市
髙
倉
勝

子
美
術
館「
桜
小
路
」

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

　

迫
町
新
田
に
受
け
継
が
れ
て
き

た
古
里
の
味
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
郷

土
料
理
・
家
庭
料
理
の
展
示
、
料

理
の
実
演
、
地
域
の
食
に
関
す
る

講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

11
月
27
日（
日
）午
前
11

時
30
分
〜
午
後
４
時

※
午
後
２
時
30
分
か
ら
、
展
示
料

理
の
試
食
会
を
予
定
し
て
い
ま
す

新
田
公
民
館

無
料

新
田
・
食
の
文

化
祭
実
行
委
員
会

☎
０
２
２
０（
２
８
）２
９
８
６



（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
http://tomecity.mail-dpt.jp/

編

集

後

記

▼
今
年
も
ド
リ
ー
ム
☆
キ
ッ
ズ

の
取
材
に
。
素
晴
ら
し
い
舞
台

だ
っ
た
。子
ど
も
た
ち
の
演
技
、

歌
や
踊
り
は
躍
動
感
に
あ
ふ
れ

ま
ぶ
し
か
っ
た
。
た
く
さ
ん
の

元
気
を
も
ら
っ
た
。
こ
の
表
舞

台
も
裏
方
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
。
舞
台
裏
で
も
み
ん
な
が
頑

張
っ
て
い
た
。
自
分
た
ち
広
報

担
当
も
皆
さ
ん
の
活
躍
を
し
っ

か
り
伝
え
た
い
。（
及
川
）

▼
取
材
で
道
の
駅
み
な
み
か
た

に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
加
工
品

や
惣
菜
な
ど
人
気
商
品
や
お
ス

ス
メ
商
品
、
ま
た
果
物
も
聞
い

て
い
る
う
ち
に
食
べ
て
み
た
く

な
る
も
の
ば
か
り
。
後
日
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
欲

の
秋
、
市
内
の
道
の
駅
巡
り
を

す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。（
千

葉
）

▼
10
月
10
日
、
登
米
市
ス
ポ
ー

ツ
ま
つ
り
の
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。大
勢
の
人
が
参
加
し
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
中
に
は
元
気
な
お
年
寄
り
の

姿
も
あ
り
ま
し
た
。
何
歳
に

な
っ
て
も
健
康
で
過
ご
し
た
い

と
は
誰
し
も
思
う
こ
と
。
運
動

の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
ま
し
た
。（
田
代
）

　現在、みやぎの明治村「とよま脱出ゲーム」の
実行委員長を務めている角田さん。「とよま脱出
ゲーム」は、14年10月から油

あぶら

麩
ふ

丼
どんぶり

の会（海老名
康
や す

和
か ず

会長）のメンバーが中心となり動き始めた。
登米町は東日本大震災後、観光客が激減。海老名
会長やメンバーは危機感を抱いた。「このままで
は登米の観光事業が終わるかもしれない」。
　そこで、登米町の魅力を発信しつつ、集客でき
るものとして考えたのが脱出ゲーム。仕掛けられ
たヒントをもとに謎を解き、鍵を手に入れ、制限
時間内に、脱出を試みる非現実的体感型イベント
だ。開催のたびに参加者が増え、現在は日本人だ
けではなく外国人の参加者も増えている。
　この企画の中心メンバーが角田さんだ。高校卒
業後、関東の大学に進学。そのまま関東で３年間

仕事をしＵターンした。７年間地元を離れ、それ
まで気付かなかった魅力が見えてきた。「ここに
は、藩政から明治までの歴史的建築物が混在して
いる。ほかでは見られない登米だけのもの。これ
を使わない手はないと思った」と角田さんが感じ
る登米の魅力を語る。
　ゲームのヒントやキーワードは、登米の町並み
や教育資料館などを活用。ゲームと観光を同時に
楽しめる内容にしている。また、あるものだけで
はなく、最新の映像技術を使うなど、新たな取り
組みが参加者の人気を得ている。
　「見せ方を少し変えただけで、全く違うものに
なる」。今後は、外国人客に比重を置いた集客に
取り組んでいく。常に前向きなリーダーの頭の中
には、愛する古里の新しい風景が広がっている。

Profi le
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